 テーマ・：田沼の政治か松平の政治か？
  　　　　　　君が江戸幕府の役人だったら、どちらの政治を実行する？

　○考えて欲しい事（テーマの説明）
 　１８世紀後半になると、商工業はますます発展し、商人の中には大名以上の力をもつものあり、逆に武士や大名そして幕府までもが商人に借金をしなければ暮らせない状態になってきた。
 　支出が増えたのに年貢収入が思うように増えない幕府は、８代将軍吉宗のときに年貢を増やし、支出を減らす努力をした（享保の改革）があまり効果はなく、逆に農民の負担が増えて、農民の中には生活ができず、村をすてて町に出てくるものも増え、貧富の差は広がり、社会の不安は増すばかりであった。
 　そしてこのような状況の中で、幕府政治を批判する動きも強まり、幕府は政治の改革を実行せざるを得ない状況になってきた。
 　この時、幕府の中には、政治改革の方向をめぐって、二つの対立する意見があった



 その①は →老中、田沼意次の政治改革案
 その②は →若年寄、松平定信の政治改革案


 　この二つの案をめぐって幕府の内部は分裂し、二人の失脚後も、どちらの政治改革案を実行するかで、幕府が滅びるまで、この対立は続いた。
 　君が、幕府の役人であったなら、どちらの政治改革案を実行するか？。それとも、この二つに変わる、第３・第４の改革案を実行するのか？　君の意見が聞きたい。

　　まず、次の①～④のことを学習したら、自分が二つの改革案のどちらを支持するのか、または、第３の案を考えるのか、自分の立場を決めて、そのあと討論をしよう。

1 幕府の財政の困った状況とその原因。

2 享保の改革の内容。

3 この改革の結果、世の中にどんな状況が生まれたか。

4 幕府政治に対する批判

5 田沼の改革案と松平の改革案の内容とその違い。

　この二つの改革案を評価するときは次の４つの観点で考えよう

　　１．幕府の財政を建て直すためには効果があるのか？
　　２．崩れかかる農村を建て直すためには効果があるのか？
　　３．武士の苦しい生活を建て直すためには効果があるのか？
　　４．幕府政治に対する批判にたいしては効果があるのか？
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· 今後の予定

①
幕府財政の困った状況とその原因
⑤
田沼の改革と松平の改革

②
享保の改革の内容
⑥
討論準備（どの立場にたつか）

③
改革の結果と世の中の状況
⑦
討論

④
幕府政治に対する批判
⑧
レポートにまとめる

· ⑨はまとめプリントで教科書をまとめます。

　　　　＜田沼か松平か、それが問題だ＞　資料①「幕府政治批判」
· 東北地方のeq \o(\s\up 9(はちのへ),八戸)（青森県）の医者であったeq \o(\s\up 9(あんどうしょうえき),安藤昌益)は、1755年に書いた「eq \o(\s\up 9(とうどうしんでん),統道真伝)」という本の中で、次のような意見を述べている。
　上に武士がいて、民衆が耕しとりいれた食べ物を武士がむさぼり食い、食べ物を出さないものがいると捕らえてしばりあげる。下にいる民衆は、生活のひきしめに苦しんで不幸（な人）をなぐさめることすらできないでいる。
　だから、武士どもが、民衆をわが子を愛するごとくするなどといっているのは、もってのほかのeq \o(\s\up 9(しつげん),失言)だ。民衆が耕しとりいれたものをむさぼり食い、民衆によって飢えや寒さから救われているのに、民衆を愛するというのは逆ではないか。ほんとうのおもいやりは民衆にこそあるのだ。
　耕作もせず織りもせずに衣食をむさぼる武士がなくなれば、さみしく生活の困るものはひとりもいなくなるだろう。
